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(C) 2023. Industrial Value Chain Initiative

まずは、Chat GPTに聞いてみよう！

リスクを取らずにキャッチアップ戦略を採るアプローチには、
確かに経済合理性や経営戦略的なメリットがある場合が多
いです。市場での先行者がすでに探索や研究開発に関連す
る高いコストを払っている中、後追いで効率的に市場に参入
し、確立された技術やモデルを採用して収益を上げることは、
多くの場合、リスクが低く、ROI（投資対効果）も高いものです。

リスクをとらずに常にキャッチアップに徹することは、それな
りに経済合理性があって、経営戦略的に間違いではないと
おもいます。こうした組織をあえて、リスク志向の組織に変
えることはできますか。また、変える必要がありますか。
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キャッチアップ型からリスク志向へ

しかしながら、以下のような観点でリスク志向の組織への変
革の必要性やメリットについて考えることができます：

市場の変動と競争：常にキャッチアップ戦略を採用していると、市場の変動や
急速な技術進化に追いつくのが難しくなる可能性がある。特にテクノロジー分
野など、急速に変化する市場では先行するプレイヤーに大きく水を開けられ
るリスクがある。

ブランドイメージと差別化:常に後追いの姿勢では、ブランドの独自性や価
値を打ち出すのが難しくなる。消費者やビジネスパートナーからの評価や信
頼も低くなる可能性がある。

持続的な成長:・戦略は短期的には利益をもたらすかもしれないが、中長期的な
視点での持続的な成長や市場のリーダーシップを維持するためには、独自の
イノベーションや戦略が必要になる。

組織の活性化と人材の確保:リスクを取ることによる新しい挑戦や成果は、
組織の活性化やモチベーションの向上に寄与する。また、イノベーションや挑
戦を求める優秀な人材の確保や育成にも役立つ。
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リーダシップの要件（ハードウェアの場合：その１）

ハードウェアにおけるプラットフォームのリーダーシップを取
るための要件は、ソフトウェアとは一部異なりますが、いくつ
かの共通点も存在します。ハードウェアの分野における要件
や考慮点を以下に挙げます：
モジュラリティ:

ハードウェアの部品やモジュールが容易に追加、交換、カスタマイズできる
設計は、多様なアプリケーションや使用ケースへの対応を容易にします。

製造・供給チェーンの効率化:
量産時のコストや供給チェーンの最適化が、ハードウェアの市場展開におい
て非常に重要です。

安全性と規格の準拠:
ハードウェア製品は、多くの場合、国や地域ごとの安全規格や認証を取得す
る必要があります。
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IVIのリーダシップ
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（その７）カーボンチェーン・
トラステッド・ネットワーク

（その１）バリューチェーン
参照アーキテクチャー

（その２）製造サービスラ
イフサイクル参照モデル

（その３）スマートシンキ
ング・オントロジー

（その４）スマートシンキ
ング・ダイアグラム

（その５）スマートシンキング・
組織変革サイクル

（その６）企業間オープン
連携フレームワーク
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２０２３年のリーダシップ

IVIホワイトペーパー2023

カーボンフットプリント
（CFP）算出ガイド

－国際標準化ドラフト案－

インダストリアル・バリューチェーン・
イニシアティブ

10万円キット

CNまるごと実践アプリ
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